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　本研究 は ，生態系農業を実践 しな が らも，同時に 良

食味米 も生産 で きる よ うに する た め の 栽培 マ ニ
ュ ア ル

を策定する た め の
一

連の 研究で あ る ．こ れ ま で の 研究

の 結果 ， 省 エ ネ ル ギ ー対策と土壌保全 の 両 面 か ら の 効

果 が 期待されて い る 水稲 の 不耕起移植 栽培 を行 っ た 場

合，慣行 の 耕起移植栽培 と比較 し て 水 田 か ら の メ タ ン

発生が 減少す る こ と が 示 され た
1 ），ま た ，硫酸 カ ル シ

ウ ム を施用 し た 場合 に は ，水稲群落 内に お け る 光 の 透

過状態 が 改善 され る こ とが 示 され た
6） ．本報告 で は ，

水稲を さまざまな条件下 で 栽培 し た 場 合 ，物質生産に

関 わ る 水 稲群落内 の 光透過状態 と土 壌 中 の 根 系 の 階層

構造が どの よ うな変化を示すか に つ い て検討を加え た ，

　　　　　　　　 材料お よ び 方 法

　本実験 は ，1996年 に 実施 し た ．用 い た 品種 お よ び 栽

培管 理 の 詳細 は ，第 1表 に 示 した 通 りで あ る ，富山県

内の 農家水 田 ，松任市 内の 農家 水 田 お よ び 石川 県農業

総合研究 セ ン タ
ー

内 の 不 耕起移植栽培 圃場 と ラ ジ コ ン

ヘ リを利用 した湛水直播圃場を調査対象と した ，1区

は ，米糠1．Ot／10aと化学 肥 料お よ び gypsum を 施用 し た

栽培区 で あ り．2区お よび 3区 は ，それぞれ，基肥 に 化

学肥 料を 施 用 した 区 と基肥 は 施用 せ ずに穂肥 の み を 施

用 した栽培区である ．4 区は ，不耕起移植栽培 （LP箱
一括 施 用 ） を 行 っ た ．ほ ほ ほ の 穂 の 栽 培 区 で あ り，5 区

と 6区は ，それぞれ ラ ジ コ ン ヘ リを利用 して 直播栽培

し た ，ど ま ん な か とキ ヌ ヒ カ リ の 圃場 で ある ．7区 ，8

区 は 条抜き （6条植え で 1条抜 く） 栽培 を実施 した処

理 区 で
， 深水管理 を行 っ た 圃場 で あ る ．4 区 〜 6 区 を．

除い た他の 処理 区 で は ，gypsum を施用 した ．7月30，

31日に ．各圃場 内で 生育 が 均
一

な場所 を 選 び ，株間 と

条間部分 に つ い て コ ア サ ン プル （直径 85m皿，深 さ30c皿）

を 採 取 し た ．同 時 に ，群 落 内 の 光 合 成 有 効 放 射

（400〜700nm）（μmol 　 M
’z・S

−1
＞を 測定した ，

　　　　　　　　 結果 お よ び考察

根系 の 階層構造

　 7月30，31日に 採取した コ ア サ ン プル を 10c皿間隔 で

分割した の ち メ ッ
シ ュ （0．5mm）を通 して 丁 寧に根を洗 い

出 し ，根 長 を 測 定 し て か ら乾燥後 ．根 乾物重 の 測定を

行っ た ．株間お よび条間に おけ る根系生育の 階層構造に

つ い て は ，根長分布 と根乾物重分布と して 第2表 と第3表

に 示 した 、

　 コ シ ヒ カ リ の 根系 生 育 に つ い て 検討 し て み る と ，基

肥 と して 1．Ot／IOaの米糠と40kg／10aの 化成肥料 を施用

した 1区 で は ，他の 栽培条件区 と比較 し て も極 端な浅

根状態を示 し て い た ，コ ア 中の総根長も少な く，特に

地表下 10cmに 占め る根長 の 割合をみ る と ，株間で 75％，

条間 で 82％ と高 く，根 乾物重比 で 検討 した 場合 で も ，

株間 で 71％ ，条間で 78％を 示 し て い た ．条抜 き栽培で

深水管理 を行 っ た 8区 で は 総根長が
一

番少なか っ た が，

株間で表層か ら10c皿 の部分に 生育する根長と根乾物重

の 割合 は ，そ れ ぞれ 51％ と40％と少 な く．10c皿以 下 の

層 に 分 布す る根 の 割 合 が 多 い 状態 を示 し て い た ，

gypsum を 施用 した 場合 に 地表下 10c皿以下 に 分布する 根

の 割合が増加す る との 報告
2・　4・S）

もあるが ，本調査で

は 対照区の サ ン プ ル が な い た め
， gypsum 施用 の 影響に
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第 1表 実 験 区 の 概要

処 理 区 　 場 所 品 　種 栽培 条 件

区

区

区

区

区

区

区

区

12345678富山 （A ）

富 山 （B ）

富 山 （C ）

金沢 （A ）

金沢 （B ）

金沢 （C ）

松任 （A ）

松任 （B ）

コ シ ヒ カ リ

コ シ ヒ カ リ

コ シ ヒ カ リ

ほ ほ ほ の 穂

どん と こ い

キ ヌ ヒ カ リ

コ シ ヒ カ リ

コ シ ヒ カ リ

米va　1） ＋化成肥料
2）

十 穂肥
3）
，十gypsum

化成肥料 （基肥）
の

十 穂肥
5 ） ，十 gypsum

基肥 （0），化成 肥 料 （穂 肥 ）
5） ，十 gypsum

不 耕起移植，LP 肥料 （箱一括 ，）− gypsum

直播 （ラ ジ コ ン ヘ リ利用），− gypsurn

直播 （ラ ジ コ ン ヘ リ利用）J

− gypsum

条抜き栽培 （6条植えで 1条抜く：深水管理），米糠
6）
，ナ タネペ レ

ヅ ト
T ），＋gypsum

条抜き栽培 （深水管理），ナ タ ネ ペ レ
ヅ ト

e）

，バ イ ナ有機
9 ）

，＋ gypsum
＊

＋ gypsum ：30kg／10a
1 ） 1．Ot／10a施用，

： 〕

（8−17−14）を基肥 と して 40kg／10a側条施用 ，
3 〕P−K−Mg120kg／10aと化成 （8−17−14）を 80kg／10

a施用 ，
‘ ）

基肥 と し て ，BB206 号 を 40kg／10a施用 ，
5 ♪

追肥化成 40号 を24kg／10a （2回 に 分け る ），
6 〕50kg／10a施用 ，

’ ）53kg／10a施用 Js

）
側条施肥 ，

9 ） 30kg／10a施用 ，

第2表　根長の 階層構造

処 理 区 根 長

株 間 条 間

0 − IOcm　 IO−20cm　 20−30cm 総根長 0−10cm　 10−20cm　 20−30cm　 総根長

区

区

区

区

区

区

区

区

12345678905．9crn　　　297，2cm　　9．Ocm

808．7　　　　　399．4　　　168．6

921．3　　　　193，3　　179 。5

　　 1，730，6　　　　　　162．3
831．9　　　　508．3　　 87．6

561．7　　　　613．0　　 83．4

898．6　　　　317．5　　 14．4

406．2　　　　　330．1　　　65．6

1，212．1cm

1，376，71

，294，ll

β92．91

，427．81

，258．11

，230．5

　 801．9

809．Oc皿　　135．4c皿 　　　38．1c皿 　　　982．5c田

766，2　　　273．9

336．8　　　 199 ，3

　 1，249．8
815．6　　1，245．1

397．8　　　 501．9

484．7　　　200．8

　 　 406．4

75，7　　　1，115．8

112 ．5　　　　　648．6

159．0　　　1，408，8
183．4　　　2，244．1

95．2　　　　　994．9

25．0　　　　　710．5
　 89．8　　　　496．2

＊
コ ア サ ン プ ル （85rnmφ，300mm 深さ）に よ っ て採取 し た ，

第 3表 根乾物 重 の 階層分布

処理区 根　乾　物　重 （相対値％）

株 問 条 問

O−・10cm　10−20cm　20−30c皿　荊念根乾重　 0−10cm　　10−20cm　 20−30crn　 総根乾重

区

区

区

区

区

区

区

区

1234567860mg（71）
OJ4ρ

0

∩

口

＝

07

∩
σ

OO

7
貞
）

OQ

り

0

（64）

（68）
’166

（53）
（52）

（71）

（40）

23mg（27）　1mg（2）
28　（26）　11（ID）　108

29　（21）　15（11）　138
（86）
62（44）
56（43）
35（28）
48（51）

84mg（100）　　79mg（78）　　21mg（21）

18（14）　194

4（3） 141
7（5） 13D

2（1） 126

8（9）　 94

（100）

（100）
（100）

（100）

（100）

（100）

（100）

−

α
U82

131（
σ

つ

ρ

4

（70）　 26

（59）　 11
＊98（89）

（44） 125

（44）　44

（66）　22
＊ 31（78）

）

）

2
匚

U22

（

（

lmg（1）
9　（8）

7 （16）
12 （11）

（53）　18　（　7）

（52）　　8　（　8）

（34）　　1　（　2）

　　　9 （22）

101mg（100）

116　（100）
44　（100）
111　（100）
234　　（100）
85　（工OO）
64　（100）
40　（100）

’

地表面（O！〜20cm まで の 根量．
＊＊

コ ア サ ン プル （85mm φ，300mm 深 さ）に よ っ て 採 取 した ．

つ い て 検討す る に は 不 十分で あ る，

　不 耕 起栽培 の ほ ほ ほ の 穂 で は ．株間お よ び 条 間 と も

に 総根 長 が コ シ ヒ カ リ よ り大きい 値を示 し て い た ，不

耕起栽培 の 場合，前年度 に 生 育 した 根 の 跡 が 土 壌 中 に

pore と して 残存 して お り，作物 は こ の poreに 添 っ て 根

を伸長 させ る た め 耕起条件下 よ り根系 生 育は 優れ て い

る と考 え られ て い る ．ほ ほ ほ の 穂 の 根 系生育が コ シ ヒ

カ リ よ り優れ て い る の か ，そ れ と も 不 耕 起栽培 が 理 由

とな っ た 根系生育量 の 差 で あ る の か は t 今後 さ ら に検

討す る 必 要があ る．
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第 1 図　群落内におけ る光合成有効放射の推移 （相対値 ：％）

　　　　 5 箇所 の 平均値で 示 し た ．

　　　　光合成有効放射（400〜700nm），は ，Sunfleck　PAR 　Cept。meter − Model　SF − 40（Decagon　Coltd）

　　　　を用 い て 測定．

　ラ ジ コ ン ヘ リを利用 して直播栽培 し た ど ん と こ い の

総根長 の 値は大きく，長い 根長を有する こ とが示唆さ

れた，地表IOc皿以内に分布する根 の 割合は ，根長を基

礎 に した 場合58％，根乾物重比 で は 53％と少な く深 い

根系を形成す る こ とが 示唆 さ れた ，キ ヌ ヒ カ リ の 場合

も，地表下 10cm以内に 占め る根長 お よ び根乾物重 の 比

率は ，それぞれ 45％ と52％ で あ り，どん と こ い と同様

の 根系生育を 示 した ，両 品 種 と も根系生育に 関 し て は ，

直播向きの 適応性 が ある の もと理解され る ．

群落内における光合成有効放 射の 相対値

　各処理区 の 株間で 測定した 400〜 700nm の 光合成有効

放射 の 相対値を第 1図に 示 した ．どん と こ い （5 区）お

よびキ ヌ ヒ カ リ （6 区）は 短か ん 品種で あ る た め ，群落

の 最高位置が60な い し70c旧で あ る 、草丈 が 短 い 分だけ ，

群落内部の 光透過状態は 良好 で あ っ た ．条抜 き栽培を

行 っ た 7 区 ，8 区 で は ，1 ，2 ．3 区 よ り も群落 内部 の

光条件が良好で あ り，特に 8区の 群落構造が優れ て い

た ．群落内部 の 光条件 bt悪化する と下葉の 枯れ上 が り

が起こ っ て くる ，遮光 に よ り，根の生育は抑制 され ， 特

に 根長 の 生育が 抑制 され る
T・S）

こ と か ら考 え て も ，群

落構造を改善す る こ とは根系生育を促進 させ る た あ に

も重要で あ る ，gypsum を施用す る こ と で ，コ シ ヒ カ リ

群落内の 光合成有効放射の透過状態を改善 させ る効果

が あ る との報告
6 ）もある が ，条抜き栽培 も群 落 内の 光

条件 を 良好に す る こ とが 示 され た ．条抜 き栽培 を 行 っ

た コ シ ヒ カ リ群落に お い て ，条抜 ぎ部分 か ら群落 内部

に い くに つ れ て 各株 の 生育 ，収量構成要素お よ び根系

生育の 土壌中階層分布等が どの よ うに変化 し て 行 くか

に つ い て は ，継続調査中で ある．不耕起移植栽培 の ほ

ほ ほ の 穂 の収量は 462kg／10aで あ り，直播栽培の どん

と こい 及び キ ヌ ヒ カ リの 場合 は ，それぞれ 658kg／ 10a一

と495kg／10aで あ っ た ，根系生育量お よ び階層構造 の

違 い と収量との 関連性 に つ い て は ，継続研究を行 っ て

い る ，
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